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２３）耳鼻咽喉科・頭頸部外科、顎口腔科
１ ．診療体制と患者構成
１ ）診療科スタッフ（講師以上）
甲能　直幸（教授、診療科長）
唐帆　健浩（准教授）
横井　秀格（准教授）
今西　順久（准教授）
増田　正次（講師）
池田　哲也（講師）

２）常勤医師数、非常勤医師数
常勤医師数：20名
非常勤医師数：11名

３ ）指導医、専門医・認定医
常勤医師20名中、指導医　 4名、
耳鼻咽喉科学会専門医　11名
日本気管食道科学会専門医　 2名

４）外来診療の実績
外来患者数　（表①、グラフ①、②）
専門外来の種類：�補聴器外来、腫瘍外来、鼻副鼻腔外来、めまい外来、耳管外来、喉頭外来、難聴外

来、摂食嚥下外来

平成26年度　一般・救急外来患者数　表①
一般外来 救急外来

初診 再診 初診 再診

4月 381 2, 122 124 70

5 月 408 2, 000 212 83

6 月 435 2, 098 122 54

7 月 436 2, 276 112 70

8 月 410 2, 046 114 48

9 月 409 2, 086 123 46

10月 369 2, 151 101 37

11月 342 1, 880 109 58

12月 339 1, 980 144 60

1 月 383 1, 947 132 56

2 月 351 1, 862 80 31

3 月 409 2, 219 118 51

合　計 4, 672 24, 667 1, 491 664
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平成26年度　一般外来患者数　　グラフ①
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平成26年度　救急外来患者数　　グラフ②
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５ ）入院診療の実績
　　平成26年度（26年 4 月 1 日～27年 3 月31日）入院患者合計817名
　　　　 1．予定入院	 483人
　　　　 2．緊急入院	3 86人
　　　　 3．癌の治療	22 4人
　　主要疾患患者数	
　　　喉頭癌治療成績
　　　　主要疾患 5年生存率	
　　　　喉頭癌		  80％（グラフ）
　　剖検数	 0
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２ ．先進的医療への取り組み
１ ）センチネルリンパ節ナビゲーション手術（SNNS）
　悪性腫瘍の原発巣からのリンパ流を最初に受けるリンパ節（センチネルリンパ節、SLN）に対し手
術中に迅速病理検査を行い、結果により頸部郭清手術を行うかどうかを決定する最先端の診断技術の
開発に力を入れており、既に臨床応用している。

２）NBI内視鏡を用いた喉頭、咽頭、口腔内疾患の早期診断
　NBI（Narrow Band Imaging）とは、光学的画像強調技術を用いて粘膜表面の毛細血管像を強調す
ることにより、従来の内視鏡では発見が困難であった粘膜表面の早期癌を診断する技術である。NBI
内視鏡を用いることにより、耳鼻咽喉科領域悪性腫瘍の早期発見を目指している。

３）臓器温存治療
　頭頸部癌は治療による機能の喪失により会話や嚥下などの機能が著しく低下することが大きな問題
である。当科では喉頭の温存を目的として、適応のある症例に対しては放射線化学療法や喉頭温存手
術を積極的に取り入れて大きな成果を上げている。

４）アレルギー性鼻炎に対する手術的治療
　主に通年性アレルギー性鼻炎で薬物治療により改善しない、あるいは薬物からの離脱を図りたい症
例に対し、選択的後鼻神経切断術（PNN）を行い、良好な成績を上げている。

５）ナビゲーションシステム等を用いた鼻副鼻腔手術
　好酸球性副鼻腔炎などの難治性炎症疾患や鼻副鼻腔良性腫瘍・一部悪性腫瘍に対してナビゲーショ
ンシステム等様々なデバイスを用いた安全で高度な手術を施行している。また、頭蓋底腫瘍などに対
して脳神経外科と共同に可能な限り低侵襲手術を行なっている。

６）遺伝子異常による難聴の診断
　従来原因不明であった感音難聴の半数以上が、遺伝子の異常により生じることが解明されてきた。
国立病院機構東京医療センターとの共同研究により、難聴患者の遺伝子検査を行い、原因の究明を
図っている。

７）杏林大学摂食嚥下センターの開設
　摂食嚥下センターは、複数の診療科の医師や多職種の専門家によって摂食嚥下障害に対するチーム
医療を行う専門の外来部門であり、耳鼻咽喉科が中心となって運営している。摂食嚥下外来と、多職
種による摂食嚥下カンファレンスを二つの柱とし、摂食嚥下外来では、詳細な機能検査に加えて、嚥
下指導や嚥下訓練を行っている。嚥下機能改善手術や誤嚥防止手術も行っている。院内外から患者を
受け入れており、他院からの紹介、特に他院入院中の紹介患者が近年増加している。

８）歯科インプラント
　通常の歯科インプラント治療の他にも、口腔腫瘍や外傷のために顎骨ごと失った咬合に対しても、
インプラントによる咬合の再構築を行っている。

３ ．低侵襲医療の施行項目と施行例数
１ ）内視鏡下副鼻腔手術（ESS）	 平成26年度は	 82件
	 平成25年度は	 92件
	 平成24年度は	 60件
	 平成23年度は	11 9件
２ ）鼓膜穿孔閉鎖術（日帰り手術）	 平成26年度は	 5 件
	 平成25年度は	1 4件
	 平成24年度は	12 件
	 平成23年度は	12 件
	 平成22年度は	23 件
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４ ．地域への貢献
１ ）杏林大学耳鼻咽喉科病診連携の会
　平成16年より年 2回開催している。三鷹市、武蔵野市、調布市、府中市、小金井市、杉並区、世田
谷区の開業の先生方を招き、紹介いただいた患者さんの経過報告などを行っている。

２）多摩耳鼻咽喉科臨床研究会
　多摩地区の勤務医、開業医が参加する臨床研究会である。昭和62年より年 1 ~ 2 回杏林大学内で開
催されている。一般演題発表、特別講演の構成である。

３）医師会講演
　三鷹市、武蔵野市、調布市などの医師会学術講演会に参加し、先進医療、治療方針等についての情
報を提供している。


